
詳細はこちら！
●目的は、高校、大学の野球部で学んだ野球の技術だけでは
なく、人として大切なことをガーナの青少年たちに伝えるこ
とです。「規律・尊重・正義」と「Enjoy Baseball」の精神を
ガーナの若者たちに！現地のガーナ人指導者たちとともに、
J-ABS（ジェイ・エイブス）によるべースボーラーシップⓇ
の理念にもとづく指導のうえ、成果の舞台となる甲子園大会
開催を目指します！

しかし、開催に必要な資金が足りていません。
ぜひ、ガーナの若者たちに夢の舞台を提供するた
めに、ご支援をよろしくお願いします！

●2023年7月、慶應義塾大学と独立行政法人国際協力機構
（JICA）が海外協力隊派遣連携覚書を締結し、2024年は8月6
日から9月6日までの1か月、慶應義塾大学野球部から６名の
現役部員、4名のOB、計10名が西アフリカのガーナ共和国に
JICA短期ボランティアとして派遣されます。

（今回派遣の慶大野球部員6名、OB4名の計10名と、OB/コーディネーター
のJ-ABS友成代表理事：上記サイト、慶大野球部Websiteでも紹介中！）
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